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現場を⾒ることが出来た。

だけで⼀瞬に皆が同じ情報を共有でき、現場運営する上で⼤きなメリットを出している。

な効果をもたらし、労務情報管理にも連携され「働き⽅改⾰」にも繋げている。

なまこ壁など⾒学した。ＩＣＴツールが連携し、現場で⽣きた形で活⽤されている、近未来型の建築

このように、現場管理、検査業務⼯程と⽂書管理システムとの連携や協⼒会社との建物管理などから、
労務安全管理に関する責任意識の⾼揚や、施⼯体系など作業員情報の明確化にも繋げている。
ＩＣＴを駆使することで、検査業務の軽減、写真、検査帳票の作成業務の削減など労務の削減にも⼤き

 現場⾒学は、屋上、住居エリア、御園座ホール、朱⾊を基調としたエントランス、外観は伝統的な

広げる。5階〜40階のマンション部分は、都⼼の利便性と超⾼層の眺望、⾼断熱仕様や太陽光発電など
の省エネ仕様・設備を 備えた分譲マンションとなっている。 

NSK会員およびその所員 計38名   CPD参加28名

 歴史と⽂化を継承し、まちのにぎわいを創出、劇場・店舗・分譲マンションの複合開発「（仮称）栄
⼀丁⽬御園座共同ビル計画」の⼯事現場を⾒学した。
 この建物は、多数の⽂化施設が⽴地する名古屋の演劇芸能・⽂化の拠点となる伏⾒地区にある。
「御園座」は1896年(明治29年)の開業以来、「芸どころ名古屋」を象徴する劇場として親しまれてきた。
建築家 隈 研吾⽒が監修し、名古屋の歴史と⽂化を継承しながら、新たな機能を備えた「御園座」を、

 (仮称)栄⼀丁⽬御園座共同ビル計画⼯事現場 名古屋市中区栄1-602番3他 地内

複合開発することで、周辺地域も活性化し、まちの賑わい創出を⽬指している。
劇場部分の外装は「なまこ壁」のデザインを取り⼊れ、「御園座」のイメージを踏襲しながら、
周辺の景観に配慮した計画としている。建物は地上40階地下1階建、⾼さ約150ｍの制振構造とし、2階
から4階の「御園座」には、歌舞伎の他、ミュージカル等、幅広い年代を集客し、観劇⽂化の裾野を

⿅島建設㈱中部⽀店 御園座共同ビル⼯事事務所⻑ 平野智康 ⽒

 現場⾒学に当り、⿅島建設⼯事事務所⻑より建設計画・施⼯概要の説明を受けた。この現場はＩＣＴ
ツールとＢＩＭの連携で⽣産性の向上を⽬指しており、タブレット、クラウド、ＢＩＭなどの利⽤によ
り、現場の施⼯状況を柱、梁などの⾊分けや、躯体の製作状況と施⼯状況や内外装の施⼯状況など煩雑
な作業を”⾒える化”し、リアルタイムでＢＩＭで確認できる。”検タス”ツールや、現場、協⼒会社が⾏
う⼯場での配筋検査、製品検査にも活⽤し、クラウド上のデータをＢＩＭに反映。ＢＩＭモデルを⾒る
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